


































































































































































る術語としては極めて重要である。『哲学字彙』（1881 年、明治 14 年）を参照すれば「substance」の訳語
において「本質。太極」とあり、さらにその用例として明記されている「Universal substance」に「万
有本体」という訳語が当てられている。『近思録』に対する陳榮捷全訳Reflection on Things at Hand, 





















































































































































































































































































































































































































着 レ 氣 、々亦意也、其雅言、曰
ス コゝロ
為レ心、以心辞為用言也、夫諸邦言語、雖
有異、所指則一、皆此意識者、居恆惺々、應事物周徧、而無惰慢之氣之謂耳、是固成德之一工夫、
入聰明之門也、而吾人、又以之為相人之一術、凡視察人材、〈察〉其人應事接物之際、視其意識之存
否奈何、一可以知其活動奈何、一可以兆其好尚、斯可以知其人、子曰、視其所以、觀其所由、察其
所安、人焉廋哉、人焉廋哉、是也、儒家之言、指意識活潑之德、謂之毅、
論
剛毅、
同
弘毅、沉毅等之毅、
指此工夫之成功、若有天性有此〈德〉之
光輝
德也、 
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敬、慎、謹は、大要、其の意識の傾注する所に就きて、其の方を異にして、其の言を異にするのみ。
畢竟是れ同一の法子にして、宋學も亦た此の工夫を重んず。敬を訓じて、主一無適と曰ふ。其れ禪
定にして、名付けて持敬と曰ふ。明道人に靜坐せしむるは是れ意識を収斂する手段なり。禪定と持
敬、事を為すに異ありと雖も、我の意識の惺々活潑なること、頗る相似するものと為すなり。邦俗
の着氣〈キヲツクル〉と曰へば、氣も亦た意なり。其の雅言に、為心〈ココロス〉と曰ふ。心辞を以
て 用言と為すなり。夫れ諸邦の言語、異ること有りと雖も、指す所は則ち一なり、皆な此の意識な
る者、
つ ね
居恆に惺々として、事物に應じて周徧し、惰慢の氣無きの謂なるのみ。是れ固より德を成す
の一工夫にして、聰明に入るの門なり。而して、吾人、又た、之を以て、人を
み
相るの一術と為す。
凡そ人材を視察するに、其の人、事に應じ物に接するの際に〈察し〉、其の意識の存否の奈何を視る。
一は以て其の活動の奈何を知る可し、一は以て其の好尚を兆す可し。斯に以て其の人を知る可し。
子曰く、「其の以する所を視、其の由る所を觀、其の安んずる所を察せば、人
いずく
焉 んぞ
かく
廋さんや、人
焉んぞ廋さんや」と。是れなり。儒家の言、意識活潑の德を指して、之を毅と謂ふ。剛毅〈論〉、弘
毅〈同〉、沉毅等の毅は、此の工夫の成功を指す。天性 此の〈德〉の光輝有るが若きなり。 
 
「敬」「慎」「謹」の大要は、その意識の傾きによって、その言い方を異にしているにすぎない。畢
竟、これらすべては同一の方法であり、宋学もまたかかる工夫を重んじている。「敬」を解釈して、
「主一無適」という。その禅定については、名付けて「持敬」と言う。程明道は人に静座をさせた
が、それは意識を引き絞っていく手段であった。「禅定」と「持敬」とは、実践の在り方に相違はあ
るものの、自分の意識が覚醒して活性状態にあるという点では、とてもよく似ている。本邦の俗言
で、「気をつける」と言えば、「気」は「意」と同じ意味である。雅言では「心する」というが、「心」
という字は、用言（動詞）である。そもそも諸国の言語は、言い方に違いはあっても、意味する内
容は一つである。いずれにおいてもこの意識というのは、常に覚醒していて、事物のあり方に対応
して遍く行き渡り、［対象への］散漫な理解の無いことである。これはもとより徳（人の生得的能力）
を完成するための一つの工夫であり、聡明の門に入るための入口である。そして我らは、さらにこ
れを人を観察するための一つの手段と見なしている。およそ人材を見極めるのには、その人が事物
に応接する際に、その意識がどのようなものであるのか、ということをみる。一つにはその活動が
どのようなものであるのかを知ることができるからであり、一つには［その意識に］その人の嗜好が
表われているからであり、これらによってその人物像を理解することができるからである。孔子は
言っている、「その人の所作ををみて、その行いの意図を観察し、その落ち着くところを察知すれば、
その人はもう隠しだてできない。どうして隠せるだろうか」（『論語』為政篇）である。儒家の言説は、
意識の活発なる徳を指して、これを「毅」と述べている。「剛毅」（『論語』子路篇）、「弘毅」（『論語』
泰伯篇）、「沈毅」などの「毅」は、この工夫が功を奏したことを示すもので、天性として、この徳
の光輝なるはたらきを固有しているというようなものである。 
 
○主一無適 元は『二程粹言』に見られる語句である。「或問敬。子曰、主一之謂敬。何謂一。子曰、
無適之謂一。何以能見一而主之。子曰、齊莊整敕、其心存焉。涵養純熟、其理著矣。（ある者が「敬」に
ついて質問した。先生は次のように答えられた。「主一を敬というのだ」と。では何が一であるというのか。先生
は言われた。「『無適』を一というのだ」と。では何をもって「一」を見出しこれを「主」とすることができるので
あろうか。先生は言われた。「『斉荘』（誠実に本性のままなるはたらきを外に発揮し、厳粛に、内にその本性を維
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持し続け、その緊張感を持続すること。『礼記』祭義篇に見える語）や、『整敕』（端正整然なるようす。『後漢書』
陳蕃伝に見える語）は、その心のはたらきそのものだ。そのはたらきを涵養してそれに精通するようになれば、理
が明らかになってくる」と）」。「主一無適」は、いわば「斉荘・整敕」であり、私欲に紛れることのなく
整然絶妙にはたらく本性のありようを、自ら努力して持続し続けること。現場現場に応じて、適切的
確に取り組めるよう絶妙にはたらく、臨機応変なる心本来の静動変化のありようが、私欲に紛れるこ
となく在り続けていることに、緊張感をもって自覚し続けること。前節注「敬事而信」の項、『論語集
注』学而篇にも「敬、主一無適」とある。○禅定  仏教用語。修行方法の一つ。中村元『佛教語大辞
典』には、「［S］dhyana [P]jhana の音写である禅と、意訳である定とを合成してできた語。心静かに瞑
想すること。六波羅蜜の第五。心静かな内観。心の計らいを静めること。瞑想。思念をこらすこと。
心を動揺させないこと。精神集中の修練。坐禅をして心を一点に専注する宗教的瞑想。坐禅によって
心身の深く統一された状態」とある。西周の理解に即せば、禅定と持敬とは、「主一無適」であり、意
識を傾注する主たる工夫としていることにおいて、同一のものと言うのであろう。○持敬 この二字
は、もと程頤がその重要性を指摘した語。朱熹によって顕彰された工夫。『朱子語類』巻九には、「持
敬是窮理之本。窮得理明、又是養心之助（持敬とは窮理の根本である。窮めることで理が明確になり、さらに
は心を養う助けとなる）」とあるよう、持敬は、窮理と同一的作用として理解することができる。朱子学
によれば、現今の動的世界の構成者は気であり、その「気」のあり方は、天道流行のはたらき方＝「理」
に即して存在している。その意味では、「理」は「心外」の理みならず、「心内」の理（＝性）にも一
貫している。かかる「理を窮める」のは他ならぬ自己＝心でしかあり得ぬが、その窮理が成り立つ根
本に、「持敬」が位置づけられている。前節注「敬事而信」に「敬者、主一無適之謂」（『論語集注』）と
あり、同じく前節注「敬以直内」に「君子主敬以直其内、守義以方其外。敬立而内直、義形而外方。
義形於外、非在外也。敬義旣立、其德盛矣」（『周易本義』）とあるのを参照のこと。外的世界に適切的確
に応じてゆくためには、当然、それに関わってゆく内的作用の「確かさ」がもとめられる。その「確
かさ」を人間本性に認めるところに、性善説（性即理）を宗とする朱子学の真面目があると言えるが、
この意味において、内的世界のありようの「確かさ」が、外的世界に適切的確に対応していく主体そ
のものとなり、内・外のあり方、すなわち、「持敬」・「窮理」という工夫が、不可分のあり方として認
められることとなる。○明道教人静坐 明道は、程顥の号。弟に程頤（号伊川）がいる。いわゆる「二
程」の一人。程顥が「静坐せよ」と述べた逸話は、次の「程氏外書」第十二「傳聞雜記」に見える。「謝
顯道習舉業、已知名。往扶溝見明道先生受學、志甚篤。明道一日謂之曰、『爾輩在此相從、只是學某言
語。故其學心口不相應。盍若行之』。請問焉。曰『且靜坐』。伊川每見人靜坐、便歎其善學。」（『二程集』
上、432 頁）。以下要約。「謝顯道という人物は、科挙の受験に向けた［暗記中心の］学習において、名の
知れた存在であった。彼は扶溝に赴き当地に住む明道先生にお会いして学を受けることに、篤い情熱
を抱いていた。明道は『君たちは当地で私に追随して、私の言葉を学ぶという。だからこそ、その学
びは口に出して言う言葉と裏腹なものになってしまっているのだ。実践するべきである』と。その教
えを請うたところ、明道は『静坐せよ』と言った。伊川は人が静坐するのをみるたびに、せっかくの
静坐が漫然と繰り返されるだけものになってしまっていることを嘆いた。」○相人 人相をみる。『左
伝』。○居敬而行簡 『程氏遺書』巻十五に、「敬則自虛静、不可把虛静喚做敬。居敬則自然行簡。若
居簡則行簡、却是不簡。只是所居者已剰一簡字。」（『二程集』p.157）、同上巻二十二に、「居敬則自然簡。
居簡而行簡、則似乎簡矣、然乃所以不簡。蓋先有心於簡、則多却一簡矣。居敬則心中無物、是乃簡也。」
（『二程集』 p.294）とある。○子曰、視其所以～ 『論語』為政篇。「子曰、視其所以、観其所由、察
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其所安、人焉廋哉。人焉廋哉」。○剛毅 『論語』子路篇に、「子曰、剛毅木訥近仁。」とある。『論語
集注』によれば、「程子曰、木者質樸。訥者遲鈍。四者質之近乎仁者也。楊氏曰、剛毅則不屈於物欲。
木訥則不至於外馳。故近仁」とあり、「剛毅」とは、物欲に屈しない強い意志のこととなる。○弘毅 『論
語』泰伯篇に、「曾子曰、士不可以不弘毅。任重而道遠。」とある。『論語集注』では、「弘、寬廣也。
毅、強忍也」とある。○沉毅 「沈毅」。落ち着いていて、物事に動じない。『後漢書』祭肜伝に、「肜
性沉毅内重、自恨見詐无功、出獄数日、欧血死。」とある。 
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